
月

日

主
な
県
の
対
応

H22

3

11

・
東
日
本
大
震
災
発
生

！

被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
を
開
始（
〜
5
月
10
日
）

12
！

住
家
被
害
認
定
調
査
を
開
始

13

・�

各
市
町
村
に
被
害
状
況
及
び
判
定
実
施
予
定
の
確
認
し
、建
築
関
係
団
体
に
民
間
判
定
士
の
協
力

要
請

！

被
災
宅
地
危
険
度
判
定
を
開
始（
〜
5
月
19
日
）

14

・
市
町
村
に
対
し
て
、り
災
証
明
書
発
行
業
務
が
迅
速
か
つ
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
通
知

22

・
各
土
木
事
務
所
・
地
域
事
務
所
及
び
建
築
宅
地
課
に「
被
災
住
宅
相
談
窓
口
」を
設
置

31

・�
国
が「
平
成
23
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
係
る
住
宅
被
害
認
定
迅
速
化
の
た
め
の
調
査
方
法
に

つ
い
て
」を
発
出（
内
閣
府
事
務
連
絡
）

H23

4

1
！

り
災
証
明
書
発
行
事
務
に
関
す
る
人
的
支
援
の
開
始

13
！

被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
士
の
広
域
派
遣
要
請

5

2

・
国
が「
地
盤
に
係
る
住
宅
被
害
認
調
査
・
判
定
方
法
に
つ
い
て
」を
発
出（
内
閣
府
事
務
連
絡
）

10

24
！

既
設
公
営
住
宅
の
災
害
査
定
を
実
施（
〜
12
月
22
日
）

3

末

！

県
営
住
宅
の
う
ち
全
壊
被
害
2
団
地
を
除
く
19
団
地
の
復
旧
完
了

H24

12

7

・
県
営
住
宅（
手
倉
田
第
二
住
宅
1
号
棟
）の
解
体
工
事
が
完
了

3

19

・
県
営
住
宅（
志
津
川
廻
館
前
住
宅
）の
解
体
工
事
が
完
了

22

・
県
営
住
宅（
黒
川
第
一
住
宅
1
号
棟
か
ら
6
号
棟
）の
解
体
工
事
が
完
了

H25

6

21

・
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正（
り
災
証
明
書
の
交
付
の
義
務
づ
け
）

・
災
害
に
係
る
住
家
の
被
害
認
定
基
準
運
用
指
針
の一
部
改
正

12

20
！

す
べ
て
の
県
営
住
宅
の
復
旧
工
事
が
完
了

年度

調査名 目的 判定内容 調査を行う人

住家被害
認定調査

被災者からの申請を受けて、遅滞なく、住家の被害の状況を調査し、住家に係るり災証
明書（災害による被害の程度を証明する書面）を交付すること

住家の損害割合（経済的被害の割合）又は損
壊割合（延べ床面積に占める損壊割合）の算出

【全壊・大規模半壊・半壊等】
主に行政職員

被災建築物
応急危険度判定

大規模地震の直後に一般的に実施され、建築の専門家が余震等による被災建築物の
倒壊危険性及び建築物の部分の落下の危険性等を判定し、その結果に基づいて当
該建築物の当面の使用の可否について判定することにより、二次災害を防止すること

当面の使用の可否
【危険・要注意・調査済】

応急危険度判定士
（行政又は民間の建
築士等）

被災度区分判定
建築主の依頼により建築の専門家が地震により被災した建築物の損傷の程度及び状
況を調査し、被災度区分判定を行うことにより、当該建築物の適切かつ速やかな復旧に
資すること

継続使用のための復旧の要否
【要復旧・復旧不可能等】 民間建築士等

被災宅地
危険度判定

地震や降雨による、滑動崩落、擁壁倒壊、液状化による亀裂などの宅地被害発生時
に、宅地防災を担当する地方公共団体の職員等が宅地を調査して通行時の安全確保
や応急対策の必要性などを周知することにより、二次災害を防止すること

監視警戒や応急対策の必要性の有無
【危険宅地・要注意宅地・調査済宅地】

被災宅地危険度判定
士（宅地防災の経験を
有する行政職員等）

地震保険
損害調査

地震・噴火又はこれらによる津波を原因とする火災・損壊・埋没又は流失による損害を補
償する地震保険の加入者の依頼により、損害保険会社が被災した建物や生活用動産
の損害の程度を調査し、損害の程度に応じた保険金を支払うこと

主要構造部の損害割合、焼失又は流失した床
面積の割合、床上浸水の程度から建物の損害
程度を認定【全損・大半損・小半損・一部損】

損害保険会社社員又
は損害保険登録鑑定
人等

共済損害調査
自然災害による損害を補償する制度を有する共済団体が、それぞれの共済金支払要
件及び損害評価の基準・手続に従って損害の程度を調査し、その結果に基づいて共済
金を支払うこと

損害発生前の状態に復旧するために要する額
を算出（※共済団体によって異なる）

共済団体担当者又は
鑑定人

被害の
程度 全壊 大規模

半壊 半壊

損害
割合

50％
以上

40％以
上50％
未満

20％
以上
40％
未満

被
災
者
か
ら
市
町
村
へ
申
請

被
害
者
の
調
査（
市
町
村
）

各
種
被
災
者
支
援
措
置
の
活
用

り
災
証
明
書
の
交
付（
市
町
村
）

2 1

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
県
内
の
住
家
被

害
は
、
全
壊
が
約
８
万
３
０
０
０
棟
、
半
壊

が
約
15
万
５
０
０
０
棟
と
全
国
の
被
害
総
数

の
約
６
割
を
占
め
、
県
営
住
宅
も
管
理
す
る

１
０
２
団
地
す
べ
て
が
被
災
し
た
。

余
震
等
に
よ
る
建
築
物
等
の
倒
壊
、
部
材

等
の
落
下
等
に
よ
る
二
次
災
害
防
止
を
目
的

に
市
町
村
が
実
施
す
る（
県
は
支
援
を
行
う
）

被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
に
つ
い
て
は
、

通
信
網
や
交
通
網
の
遮
断
、
車
の
燃
料
不
足

等
、
制
約
の
あ
る
中
で
の
対
応
と
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
全
国
か
ら
の

広
域
派
遣
に
よ
る
支
援
を
得
な
が
ら
５
月
10

日
ま
で
判
定
活
動
を
継
続
し
た
。

ま
た
、
り
災
証
明
書
は
、
災
害
に
よ
り
被

災
し
た
住
家
等
の
被
害
程
度
を
証
明
す
る

も
の
で
あ
り
、
法
令
上
、
明
確
な
位
置
づ
け

は
な
い
も
の
の
、
市
町
村
の
自
治
事
務
と
さ

れ
て
き
た
。
東
日
本
大
震
災
で
は
被
害
が
甚

大
で
あ
り
、
り
災
証
明
書
の
発
行
時
期
と
認

定
結
果
が
各
種
支
援
策
適
用
の
判
断
材
料

と
な
る
た
め
、
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
、
不
動
産
に
関
す
る
知
識
を
持
つ

税
務
課
と
県
税
事
務
所
が
、
そ
の
支
援
に
あ

た
っ
た
。

判定活動の様子り災証明書・住宅修繕支援金受付（富谷市）

転
機
と
な
っ
た
取
組
等

！

住家等の被害に関する各種調査

被災から支援措置の活用までの流れ

都道府県別の建築物被害

出典：総務省消防庁、平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）について
　　��第160報（令和2年3月1日時点）　

被災建築物応急危険度判定の活動状況

被災建築物応急危険度判定の判定ステッカー

建築物の被災状況（仙台市）

判定結果の集計

種別 住宅被害 非住家被害　
火災

全壊 半壊 一部破損 床上浸水 床下浸水 公共建物 その他

棟 棟 棟 棟 棟 棟 棟 件

北海道 4 7 329 545 17 452 4

青森県 308 701 1,005 1,402 11

岩手県 19,508 6,571 19,064 6 529 4,178 33

宮城県 83,005 155,130 224,202 7,796 9,948 16,848 137

秋田県 5 1

山形県 14 1,249 8 124 2

福島県 15,435 82,783 141,053 1,061  351 1,010 36,882 38

茨城県 2,634 24,995 191,490 75 624 1,763 20,835 31

栃木県 261 2,118 74,053 718 9,706

群馬県 7 17,679 2

埼玉県 24 199 16,511 95 12

千葉県 801 10,155 55,080 157 731 12 827 18

東京都 20 223 6,570 419 786 35

神奈川県 41 459 13 6

新潟県 17 4 5

山梨県 4 1 1

長野県

静岡県 13 5

三重県 2

大阪府 3

徳島県 2 9

高知県 2 8

合計 121,996 282,941 748,461 1,628 10,075 14,527 92,059 330

都道
府県

住
宅
の
被
害
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地震発生年月日 地震名（震央地名） 判定地区 判定期間 判定人数 判定棟数

平成23年
3月11日

東北地方
太平洋沖地震

仙台市、石巻市、塩竈市、白石市、名取市、角田市、多
賀城市、岩沼市、登米市、栗原市、東松島市、大崎市、
蔵王町、大河原町、村田町、柴田町、丸森町、亘理町、
山元町、松島町、七ヶ浜町、利府町、大和町、大郷町、
富谷町、加美町、涌谷町、美里町、女川町、南三陸町

平成23年
3月11日～5月10日

（60日間）
2,955人 50,721棟

平成19年
7月16 日

新潟県
中越沖地震 柏崎市、出雲崎市、刈羽村 平成19年7月16日～

23日（8日間） 2,758人 34,048棟

平成16年
10月23日

新潟県
中越地震

長岡市、旧栃尾市、旧越路町、旧小国町、見附市、小
千谷市、川口町、旧堀之内町、旧広神村、旧守門村、
旧入広瀬村、旧六日町、旧大和町、十日町市、旧川西
町、旧中里村、旧松代町、柏崎市、旧西山町、刈羽村

平成16年
10月24日～11月10日

（18日間）
3,821人 36,143棟

平成15年
7月26日 （宮城県北部） 矢本町、鳴瀬町、河南町、鹿島台町、南郷町 平成15年7月27日～

8月3日（8日間） 743人 7,245棟

平成7年
1月17日

兵庫県
南部地震

神戸市、尼崎市、西宮市、伊丹市、宝塚市、川西市、芦
屋市、明石市、淡路地区

平成7年1月18日～
2月9日（23日間） 6,468人 46,610棟

4 3

　
連
絡
が
と
れ
な
い
、 

派
遣
調
整
が
で
き
な
い

平
成
23
年
３
月
11
日
〜
５
月
10
日

応
急
危
険
度
判
定

応
急
危
険
度
判
定
は
、
地
震
の
発
生
後
、
速
や
か
に

被
災
建
築
物
の
現
地
調
査
を
行
い
、
余
震
等
に
よ
る
倒

壊
や
落
下
危
険
物
等
の
危
険
度
を
判
定
ス
テ
ッ
カ
ー
で

表
示
す
る
こ
と
で
、
人
命
に
関
わ
る
二
次
災
害
の
防
止

を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
。

本
震
災
で
は
、発
災
当
初
か
ら
情
報
が
遮
断
さ
れ
、
県

内
市
町
村
の
被
災
状
況
の
把
握
が
非
常
に
困
難
で
あ
っ

た
と
同
時
に
、
市
町
村
も
県
に
対
す
る
支
援
要
請
が
不

可
能
な
状
態
と
な
り
、
非
常
に
制
約
の
あ
る
条
件
の
中

で
応
急
危
険
度
判
定
を
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。
沿
岸
市
町
で
は
、
発
災
か
ら
数
週
間
後
の
判

定
活
動
開
始
と
な
り
、
実
施
期
間
も
１
か
月
を
超
え
た
。

 

建
築
宅
地
課
職
員

「
県
庁
の
方
で
は
、
最
初
の
１
週
間
は
地
方
事
務
所

と
も
関
係
団
体
と
も
連
絡
が
取
れ
ず
、
全
く
身
動
き

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
部
土
木
事
務
所
登
米
地

域
事
務
所
か
ら
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
応
急
危
険
度
判
定

を
何
件
か
や
り
ま
し
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
現
地

で
は
動
き
始
め
て
い
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま

し
た
」

 

東
部
土
木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
職
員

「
地
元
の
建
築
関
係
の
方
と
、
地
震
発
生
時
の
対
応

に
つ
い
て
前
々
か
ら
相
談
し
て
お
り
、
通
信
手
段
が

途
絶
え
た
時
は
、
こ
こ
に
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
と
打

援
を
得
て
、
県
職
員
も
加
わ
り
な
が
ら
、
５
月
10
日
ま

で
判
定
を
実
施
し
た
。

３
月
11
日
か
ら
５
月
10
日
ま
で
に
、
延
べ
１
４
７
２

班
、
２
９
５
５
人
の
判
定
士
に
よ
り
12
市
18
町
の
５
万�

７
２
１
棟
が
判
定
さ
れ
た
。

 

建
築
宅
地
課
職
員

「
県
内
で
応
急
危
険
度
判
定
を
行
っ
て
い
た
民
間
の

方
も
被
災
者
で
す
の
で
、
人
数
が
足
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
４
月
に
大
き
な
余
震
が
あ
り
、
都
道
府
県
の
ネ

ち
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
建
築
士
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が

本
当
に
集
ま
っ
て
く
れ
て
、
発
災
の
次
の
日
か
ら
公

共
施
設
や
避
難
所
、
そ
の
後
一
般
住
宅
や
被
災
建
物

に
入
り
ま
し
た
」

 

建
築
宅
地
課
職
員

「
応
急
危
険
度
判
定
の
実
施
を
支
援
す
る
た
め
に
県

に
設
置
す
る
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
支
援
本

部
（
建
築
宅
地
課
に
設
置
）
の
方
で
動
き
が
出
て
く

る
の
は
、
も
う
少
し
後
で
し
た
。
応
急
危
険
度
判
定

は
基
本
的
に
１
、
２
週
間
程
度
が
勝
負
で
す
が
、
今

回
は
１
、
２
か
月
か
か
り
ま
し
た
。
や
れ
る
こ
と
と

い
え
ば
、
市
町
村
か
ら
『
明
日
か
ら
判
定
を
実
施
し

た
い
』
と
相
談
を
受
け
た
と
き
に
、
団
体
に
対
し
て

判
定
士
の
派
遣
人
数
を
確
認
す
る
繋
ぎ
役
や
、
市
町

村
で
常
備
し
て
い
な
か
っ
た
物
資
や
判
定
ス
テ
ッ
カ

ー
を
県
で
用
意
し
て
提
供
す
る
こ
と
で
し
た
」

 

東
部
土
木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
職
員

「
判
定
結
果
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
住
宅
に
貼
り
つ
け
ま

す
。
赤
が
危
険
、
黄
色
が
注
意
、
緑
が
大
丈
夫
で
し

ょ
う
と
い
う
意
味
で
す
。
ス
テ
ッ
カ
ー
の
在
庫
が
な

く
、
は
じ
め
は
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
を
し
ま
し
た
が
追
い

つ
か
ず
、
登
米
市
に
印
刷
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
通

常
は
Ａ
３
で
す
が
、
そ
れ
も
手
に
入
ら
ず
Ａ
４
の
紙

を
使
用
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
」

応
急
危
険
度
判
定
士

応
急
危
険
度
判
定
士
は
、
各
都
道
府
県
知
事
が
発
行

し
た
応
急
危
険
度
判
定
士
の
登
録
証
を
持
つ
行
政
職
員

や
建
築
士
の
う
ち
、
地
震
等
が
発
生
し
た
際
に
現
地
で

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
他
県
か
ら
の
広
域
支
援
を

要
請
し
ま
し
た
」

り
災
証
明
書
と
の
混
同
の
中
で

平
成
23
年
３
月
11
日
〜

住
民
へ
の
説
明
・
周
知

応
急
危
険
度
判
定
は
二
次
災
害
防
止
を
目
的
と
し
て

い
る
た
め
、
被
害
の
程
度
を
証
明
す
る
り
災
証
明
書
と

は
判
定
内
容
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
前
の

家
は
実
施
し
て
い
る
の
に
我
が
家
は
実
施
し
な
い
の
か
」

等
の
問
い
合
わ
せ
も
多
数
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
趣
旨
が

十
分
に
浸
透
さ
れ
な
い
中
で
の
判
定
活
動
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
応
急
危
険
度
判
定
の
結
果
は
、
り
災
証
明

書
の
調
査
結
果
と
整
合
す
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
り
災
証
明
書
発
行
の
た
め
の
建
物
調
査
等
で
、

応
急
危
険
度
判
定
よ
り
も
軽
い
被
害
と
認
定
さ
れ
た
場

合
に
、
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
違
い
に
つ
い

て
理
解
を
得
る
こ
と
に
は
困
難
が
伴
っ
た
。

 

東
部
土
木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
職
員

「
応
急
危
険
度
判
定
と
り
災
証
明
書
を
混
同
さ
れ
る

方
が
多
く
い
ま
し
た
。
り
災
証
明
書
は
全
壊
や
半
壊

等
の
判
定
で
す
が
、
全
壊
で
す
と
補
助
金
が
も
ら
え

る
た
め
、
『
安
全
と
貼
っ
て
あ
り
ま
す
が
、
危
険
に

な
り
ま
せ
ん
か
』
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
多
数
あ
り

ま
し
た
。
応
急
危
険
度
判
定
で
危
険
と
判
定
さ
れ
て

も
、
り
災
証
明
書
と
違
い
補
助
金
等
が
出
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
と
説
明
し
ま
し
た
」

「
応
急
危
険
度
判
定
と
り
災
証
明
書
の
判
定
の
違
い

を
理
解
い
た
だ
く
の
は
非
常
に
難
し
い
で
す
。
緑
の

紙
が
貼
っ
て
い
る
と
、
税
務
の
判
定
が
緩
く
な
る
の

で
は
な
い
か
な
ど
、
な
か
な
か
受
け
入
れ
て
も
ら
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
我
々
は
被
災
直
後
に
今
の
建
物
の

状
態
を
判
定
す
る
目
的
で
入
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
ま

で
詳
し
く
は
判
定
し
ま
せ
ん
。
極
端
な
こ
と
を
言
う

と
瓦
が
落
ち
そ
う
だ
っ
た
ら
入
る
と
き
に
危
な
い
か

の
活
動
を
行
う
こ
と
を
了
解
し
た
者
が
各
都
道
府
県
の

名
簿
に
登
載
さ
れ
る
。

全
国
の
登
録
数（
平
成
21
年
３
月
時
点
）は
約
10
万
人

（
２
割
が
行
政
職
員
、
８
割
が
民
間
の
建
築
士
）で
あ
り
、

本
県
は
、
２
１
２
２
人（
平
成
22
年
４
月
１
日
時
点
）が

登
録
さ
れ
て
い
た
。

民
間
の
建
築
士
は
、
災
害
保
険
が
適
用
さ
れ
る
も
の

の
無
償
で
の
活
動
と
な
っ
た
。

 

建
築
宅
地
課
職
員

「
応
急
危
険
度
判
定
士
は
、
県
が
年
に
数
回
行
う
講

習
を
受
け
て
登
録
し
ま
す
。
通
常
、
市
町
村
の
要
請

を
受
け
て
、
県
が
判
定
士
を
派
遣
す
る
シ
ス
テ
ム
で

す
が
、
今
回
の
震
災
で
は
、
県
内
全
域
が
被
災
し

た
た
め
人
が
足
り
な
い
。
市
町
村
と
連
絡
も
取
れ
な

い
の
で
、
出
先
の
事
務
所
単
独
で
、
早
め
に
ス
タ
ー

ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
連
絡
が
取
れ
始
め
た
頃
に
、

県
が
各
市
町
村
と
各
団
体
と
の
派
遣
調
整
の
繋
ぎ
役

を
担
い
ま
し
た
」

 

東
部
土
木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
職
員

「
特
に
、
街
中
に
あ
る
商
店
街
の
建
物
な
ど
は
、
１

階
が
ガ
ラ
ス
張
り
で
壁
が
少
な
い
た
め
、
潰
れ
て
近

づ
く
の
も
危
険
な
建
物
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
判
定

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
建
築
士
等
で
あ
る
判
定
士

と
ペ
ア
で
回
り
ま
し
た
。
自
分
は
判
定
が
初
め
て
で
、

経
験
豊
富
な
民
間
の
判
定
士
に
色
々
と
教
わ
り
ま
し

た
。
判
定
時
間
は
約
10
分
、
目
視
で
ざ
っ
と
周
り
を

見
て
、
中
に
は
入
り
ま
せ
ん
。
ひ
び
割
れ
や
傾
斜
を

測
り
、
最
後
に
判
定
結
果
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
、

具
体
的
な
危
険
箇
所
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
書
く
作

業
で
す
。
判
定
で
一
番
重
要
な
の
は
、
建
物
の
四
隅

の
傾
き
を
測
る
こ
と
で
、
あ
と
は
屋
根
か
ら
物
が
落

ち
そ
う
か
見
る
の
が
一
般
的
で
す
。
在
宅
の
方
に
は
、

『
次
に
大
き
な
地
震
が
来
た
ら
潰
れ
る
か
も
し
れ
な

い
、
逃
げ
た
方
が
い
い
で
す
よ
』
な
ど
と
詳
し
く
説

明
し
ま
し
た
」

ら
赤
判
定
で
、
そ
の
瓦
が
落
ち
て
し
ま
う
と
緑
に
な

る
。
そ
の
違
い
が
大
き
い
で
す
ね
」

 

建
築
宅
地
課
職
員

「
応
急
危
険
度
判
定
は
地
震
の
揺
れ
の
被
害
を
判
定

す
る
も
の
で
あ
り
、
水
に
よ
る
被
害
は
想
定
し
て
い

ま
せ
ん
。
ど
の
く
ら
い
水
に
浸
か
っ
た
か
、
流
れ
て

き
た
も
の
が
ぶ
つ
か
り
、
そ
の
程
度
が
ど
う
か
と
い

 

建
築
宅
地
課
職
員

「
応
急
危
険
度
判
定
は
安
全
確
保
と
い
う
意
味
で
意

義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
住
民
も
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
赤

紙
が
あ
れ
ば
そ
こ
に
は
近
づ
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
一

番
早
く
被
災
地
に
乗
り
込
み
、
安
全
確
保
、
二
次
災

害
防
止
が
重
要
で
す
ね
」

最
大
余
震
の
発
生
と 

全
国
へ
の
応
援
要
請

平
成
23
年
４
月
７
日
〜
５
月
10
日

広
域
支
援
の
要
請

津
波
浸
水
域
で
が
れ
き
の
撤
去
が
進
ん
だ
こ
と
や
最

大
余
震
（
４
月
７
日
）
に
よ
る
被
害
も
生
じ
た
た
め
、
判

定
実
施
へ
の
要
望
が
高
ま
っ
た
。
し
か
し
、
応
急
危
険

度
判
定
士
や
市
町
村
の
職
員
は
、
住
宅
相
談
等
の
業
務
に

忙
殺
さ
れ
、
追
加
の
対
応
人
員
が
必
要
と
な
っ
た
。
こ

の
時
期
に
は
、
燃
料
の
供
給
状
況
等
も
改
善
さ
れ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
４
月
13
日
に
広
域
派
遣
を
要
請
し
、
支

う
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
。
浸
水
エ
リ
ア
で
は
、
従
来

の
判
定
基
準
プ
ラ
ス
水
に
よ
る
被
害
程
度
を
含
め
て
、

判
定
士
に
総
合
的
に
判
断
し
て
も
ら
い
ま
し
た
」

「
皆
さ
ん
不
安
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
親
身

に
話
を
聞
く
よ
う
努
め
ま
し
た
。
解
決
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
話
を
聞
く
だ
け
で
も
全
然
違
い

ま
す
。
被
災
し
た
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

大
事
だ
と
思
い
ま
す
」

主な被害地震に係る応急危険度判定調査の実績値

ブロック塀の倒壊

（�全国被災建築物応急危険度判定協議会、被災建築物応急危険度判定�OQ�通信第6号、10号、14号及び新潟県中越大震災の記録
をもとに作成）

２
時
間
の
説
明
会
で
現
場
へ 

～
被
害
認
定
調
査
の
プ
ロ
と
し
て
～

平
成
23
年
３
月
11
日
〜

住
宅
被
害
認
定
調
査

住
宅
被
害
認
定
調
査
は
、
市
町
村
が
国
の
定
め
る
調

査
方
法
や
住
宅
の
被
害
程
度
の
基
準
に
基
づ
き
実
施

し
、
こ
の
結
果
に
基
づ
き
、
り
災
証
明
書
が
発
行
さ
れ
る
。

最
も
早
く
調
査
を
開
始
し
た
市
町
村
は
３
月
12
日
、
最

も
遅
か
っ
た
市
町
村
で
も
発
災
後
１
か
月
以
内
に
調
査

を
開
始
し
た
。

県
で
は
、
庁
内
で
の
役
割
分
担
が
明
確
で
は
な
か
っ

た
が
、
不
動
産
の
知
識
を
有
す
る
な
ど
の
理
由
か
ら
税

務
課
や
県
税
事
務
所
が
中
心
と
な
り
市
町
村
支
援
に
あ

た
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
内
閣
府
職
員
や
税
務
課
職
員

を
講
師
と
し
た
被
害
認
定
業
務
説
明
会
の
開
催
、
他
県

の
応
援
職
員
の
派
遣
調
整
の
ほ
か
、
４
月
１
日
以
降
は

体
制
の
整
っ
た
市
町
か
ら
順
次
県
税
事
務
所
職
員
を
派

遣
し
、
現
地
調
査
や
り
災
証
明
書
受
付
窓
口
等
の
支
援

を
行
っ
た
。

 

税
務
課
職
員

「
な
ぜ
、
り
災
の
調
査
を
県
税
事
務
所
が
担
当
す
る

の
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
不
動
産
家
屋
の
評
価
な
ど
、

家
屋
を
見
る
業
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
市
町
村

で
も
税
務
課
が
り
災
の
調
査
を
担
当
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
こ
と
が
理
由
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」

 

北
部
県
税
事
務
所
職
員

「
３
月
末
に
２
時
間
、
内
閣
府
か
ら
写
真
等
を
示
さ

れ
て
、
『
こ
れ
は
程
度
１
、
こ
れ
は
程
度
２
』
と
い

う
よ
う
な
被
害
認
定
業
務
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

後
は
、
『
潰
れ
て
い
た
り
、
傾
い
て
い
る
と
大
規
模

半
壊
』
と
い
う
基
準
や
調
査
票
の
説
明
を
受
け
、
現

場
に
入
り
ま
し
た
。
現
場
で
も
そ
の
写
真
等
を
持
ち
、

悩
み
な
が
ら
調
査
を
し
た
経
験
を
思
い
出
し
ま
す
」

 

東
部
県
税
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
職
員

「
県
税
事
務
所
で
は
、
主
に
り
災
証
明
書
発
行
の
た

め
の
被
害
認
定
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
全
体
の
流
れ

と
し
て
は
、
市
町
村
が
被
災
者
の
方
か
ら
提
出
さ
れ

る
申
請
書
を
と
り
ま
と
め
、
私
た
ち
現
地
調
査
員

が
内
閣
府
の
定
め
る
被
害
認
定
基
準
運
営
指
針
を
基

に
調
査
し
、
被
害
認
定
の
割
合
を
記
載
し
て
、
全
壊
、

大
規
模
半
壊
、
半
壊
、
一
部
損
壊
と
い
う
結
論
を
出

す
。
そ
れ
を
り
災
証
明
書
発
行
の
担
当
に
戻
し
、
被

害
認
定
を
加
え
た
形
で
り
災
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

被
災
者
の
方
は
、
り
災
証
明
書
の
被
害
判
定
の
結
果

を
基
に
生
活
再
建
支
援
金
等
を
受
給
し
ま
す
」

 

塩
釜
県
税
事
務
所
職
員

「
調
査
は
、
県
職
員
同
士
や
県
と
市
町
の
職
員
１
人

り
災
証
明
書
発
行
に
伴
う
住
宅
被
害
認
定
調
査

被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定

何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か

Ⅱ 

応
急
対
応
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ず
つ
、
大
半
は
２
人
以
上
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
他

県
か
ら
の
応
援
も
加
わ
り
ま
し
た
。
一
次
調
査
で
は
、

津
波
の
高
さ
で
被
災
程
度
を
判
断
し
、
地
震
に
よ
る

建
物
の
崩
れ
具
合
を
確
認
し
ま
す
。
そ
れ
で
、
一
部

損
壊
、
半
壊
な
ど
認
定
を
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ

に
対
し
て
異
議
が
あ
る
場
合
、
二
次
調
査
を
行
い
ま

す
。
家
の
中
に
入
っ
て
柱
の
傾
き
や
隙
間
、
壁
の
ひ

び
割
れ
の
程
度
を
見
て
判
断
し
ま
し
た
。
認
定
に
納

得
が
い
か
な
い
方
に
は
運
用
指
針
の
本
や
写
真
を
見

せ
て
納
得
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

 

北
部
県
税
事
務
所
職
員

「
家
屋
の
屋
根
が
瓦
の
場
合
は
崩
れ
て
い
る
の
が
わ

か
り
ま
す
が
、
ト
タ
ン
屋
根
は
被
害
が
分
か
り
に
く

い
で
す
。
金
属
製
の
外
壁
も
被
害
が
見
え
に
く
い
。

ま
た
、
古
い
家
屋
で
は
、
経
年
劣
化
な
の
か
地
震
で

壊
れ
た
の
か
の
判
断
も
難
し
か
っ
た
で
す
」

調
査
の
簡
素
化
・
認
定
基
準
の
変
更　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

既
存
の
調
査
方
法
で
は
津
波
被
害
の
認
定
基
準
が
な

か
っ
た
こ
と
や
被
害
が
甚
大
で
調
査
対
象
が
あ
ま
り
に

も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
内
閣
府
は「
平
成
23
年
度
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
係
る
住
家
被
害
認
定
迅
速

化
の
た
め
の
調
査
方
法
に
つ
い
て
」（
３
月
31
日
通
知
）

を
発
出
し
、
航
空
写
真
を
用
い
て
流
出
が
確
認
さ
れ
た

住
家
を
全
壊
と
す
る
な
ど
、
調
査
の
簡
素
化
を
図
る
と

と
も
に
認
定
基
準
を
変
更
し
た
。
さ
ら
に
、
内
閣
府
は

地
盤
の
液
状
化
等
に
よ
る
住
家
被
害
に
対
応
す
る
た
め
、

「
地
盤
に
係
る
住
家
被
害
認
定
の
調
査
・
判
定
方
法
に
つ

い
て
」（
５
月
２
日
通
知
）を
新
た
に
発
出
し
た
。
既
に

認
定
業
務
を
終
え
た
住
家
の
再
調
査
が
必
要
に
な
る
な

ど
、
業
務
が
増
加
し
た
市
町
も
あ
っ
た
。

 

北
部
県
税
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
職
員

「
住
民
の
気
持
ち
を
考
え
れ
ば
、
我
々
も
当
然
プ
ロ

意
識
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
第
一
陣
で
気

仙
沼
に
行
っ
た
時
は
、
津
波
の
被
害
が
ほ
と
ん
ど

で
、
こ
の
地
区
は
す
べ
て
全
壊
と
い
う
こ
と
が
多
か

っ
た
の
で
、
そ
ん
な
に
難
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
後
、
調
査
に
入
っ
た
登
米
市
で
は
、
地
震

に
よ
る
被
害
が
１
戸
、
１
戸
全
て
違
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
『
目
合
わ
せ
』
と
い
う
手
法
を
用
い
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
あ
る
被
災
し
た
建
物
に
十
数
人
で
行
っ

て
、
各
々
が
一
次
調
査
表
に
点
数
を
つ
け
て
、
そ
の

平
均
点
を
出
し
て
基
準
を
決
め
、
判
定
が
ぶ
れ
な
い

よ
う
に
し
た
上
で
、
翌
日
か
ら
は
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
現
場
に
赴
き
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
被
災
者
か
ら
、

『
な
ん
で
あ
の
家
は
半
壊
で
ウ
チ
は
半
壊
じ
ゃ
な

い
の
』と
い
う
不
満
の
声
も
上
が
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
、『
私
た
ち
は
２
０
０
０
戸
以
上
判
定
し
て

い
る
の
で
信
用
し
て
下
さ
い
、
判
定
基
準
に
間
違
い

は
な
い
で
す
よ
』
と
説
明
し
て
い
き
ま
し
た
」

全
国
か
ら
応
援
の
力
を
借
り
て

平
成
23
年
３
月
11
日
〜

住
家
被
害
認
定
調
査
員
の
確
保

内
閣
府
に
よ
る
と
、
住
家
被
害
認
定
調
査
は
基
本
的

に
は
市
町
村
の
税
務
関
係
の
職
員
が
あ
た
る
こ
と
が
多

い
が
、
市
町
村
で
は
Ｏ
Ｂ
職
員
へ
の
協
力
要
請
や（
公
社
）

日
本
建
築
家
協
会
東
北
支
部
宮
城
地
域
会
か
ら
の
専
門

家
派
遣
な
ど
様
々
な
形
で
職
員
を
確
保
し
て
対
応
し
た
。

多
賀
城
市
、
名
取
市
で
は
、
兵
庫
県
家
屋
被
害
認
定
士

に
調
査
を
依
頼
し
た
。

 

塩
釜
県
税
事
務
所
職
員

「
兵
庫
県
は
震
災
の
経
験
か
ら
、
家
屋
被
害
認
定
士

と
い
う
制
度
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
応
援
に
来
て
く

れ
た
の
は
約
30
人
、
全
員
が
家
屋
被
害
認
定
士
と
表

示
さ
れ
た
ビ
ブ
ス
を
着
用
し
て
お
り
、
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
。
住
民
も
家
屋
被
害
認
定
士
に
見
て
も
ら

っ
た
と
安
心
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

制
度
を
定
め
れ
ば
、
認
定
の
差
が
出
に
く
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
検
証
し
て
、
宮
城
県
で
も
同
様
の
制
度

を
作
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

 

仙
台
南
県
税
事
務
所
職
員

「
り
災
証
明
書
に
関
す
る
相
談
は
、
他
県
か
ら
の
応

援
職
員
が
主
に
担
っ
て
い
ま
し
た
。
東
北
か
ら
離
れ

た
九
州
な
ど
の
方
た
ち
が
多
く
、
み
な
さ
ん
ビ
ブ
ス

を
つ
け
て
受
付
を
し
ま
し
た
。
ビ
ブ
ス
に
は
派
遣
元

の
市
名
が
書
い
て
あ
る
た
め
、
こ
ち
ら
の
方
言
・
地

名
が
分
か
ら
な
い
こ
と
を
予
め
お
知
ら
せ
す
る
意
味

で
、
ビ
ブ
ス
は
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
」

判
定
結
果
の
違
い
が
生
じ
る
中
で

平
成
23
年
３
月
11
日
〜

判
定
基
準
の
違
い
・
制
度
の
周
知

多
く
の
市
町
村
で
は
、
住
家
被
害
認
定
調
査
の
結
果

に
つ
い
て
多
数
の
問
い
合
わ
せ
等
が
あ
り
、
他
の
市
町

村
と
の
判
定
基
準
の
違
い
な
ど
に
よ
る
苦
情
へ
の
対
応

に
苦
慮
し
て
い
た
。
国
の
生
活
相
談
窓
口
の
判
定
結
果

や
、
応
急
危
険
度
判
定
と
の
判
定
結
果
と
の
違
い
に
関

す
る
苦
情
も
多
く
、
理
解
を
得
る
の
に
困
難
が
伴
っ
た
。

 

北
部
県
税
事
務
所
職
員

「
被
災
者
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
私
た
ち
の
調
査
に

よ
っ
て
、
支
援
金
の
支
給
対
象
や
、
今
後
の
税
の
減

免
等
に
関
わ
っ
て
く
る
の
で
、
そ
の
結
果
が
非
常
に

重
大
で
す
。
当
初
は
判
断
に
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
数
多
く
調
査
す
る
う
ち
に
自
信
を
持
っ
て
判

定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
必
ず
し

も
被
災
者
の
方
々
の
期
待
通
り
の
結
果
が
出
な
い
場

合
も
あ
り
ま
し
た
」

 

東
部
県
税
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
職
員

「
期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
と
き
の
被
災
者
の
落
胆
ぶ

り
に
、
こ
ち
ら
も
精
神
的
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
で
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
判
定
を
変

え
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
皆
同
じ
気
持
ち
で
や

っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
」

調
査
依
頼
が
殺
到

家
屋
以
外
の
も
の
が
被
災
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
り

災
届
出
証
明
書（
被
災
証
明
書
）や
家
屋
の
一
部
損
壊
判

定
以
上
の
被
災
を
証
明
す
る
書
面
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

東
北
地
方
を
発
着
と
す
る
高
速
道
路
の
無
料
解
放
措
置

が
開
始
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
部
損
壊
判
定
を
求
め
る

調
査
依
頼
が
殺
到
し
た
。
市
町
村
は
そ
の
対
応
に
追
わ

れ
、
本
来
調
査
す
べ
き
対
応
が
遅
れ
る
な
ど
の
問
題
が

生
じ
た
。

 

東
部
県
税
事
務
所
職
員

「
被
災
者
の
間
で
、
り
災
証
明
書
を
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
話
が
必
ず
出
ま
す
。
申
請
に
来

た
方
に
理
由
を
伺
う
と
、
隣
の
人
が
請
求
し
た
と
か
、

取
っ
て
お
い
た
方
が
い
い
と
言
わ
れ
た
と
い
う
理

由
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
真
に
必
要
と
し
て
い
る
方

か
ど
う
か
事
前
に
フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
」

り災証明書交付（気仙沼市）

応
急
危
険
度
判
定

制
度
の
周
知
が
必
要

 

建
築
宅
地
課
職
員

「
皆
さ
ん
に
制
度
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
し
た
。
昼
夜
関
係
な
く
、
応
急
危
険
度
判
定

は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
ま
し
た
。
り
災
証
明
書
は
、
一
部
損
壊
、
半
壊
、

大
規
模
半
壊
、
全
壊
。
応
急
危
険
度
判
定
は
、
危
険

（
赤
）
、
要
注
意
（
黄
）
、
調
査
済
み
（
緑
）
。
住

民
の
方
か
ら
『
赤
が
貼
っ
て
あ
る
の
に
一
部
損
壊
と

言
わ
れ
た
の
だ
け
ど
、
な
ぜ
な
の
か
』
と
い
う
問
い

県
営
住
宅
の
早
期
復
旧
に
向
け
て

平
成
23
年
3
月
１１
日
〜

県
営
住
宅
の
被
害
状
況
調
査

県
営
住
宅
は
管
理
す
る
１
０
２
団
地
す
べ
て
が
被
災

し
、
被
害
額
は
約
59
億
円
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
南
三
陸
町
の
志
津
川
廻
館
前
住
宅
が
津

波
に
よ
り
全
壊
、
名
取
手
倉
田
第
二
住
宅
1
号
棟
は
地

震
に
よ
り
全
壊
、
黒
松
第
一
住
宅
は
不
同
沈
下
に
よ
り

建
物
に
傾
斜
が
発
生
し
た
。
ま
た
、
沿
岸
部
で
は
多
く

の
住
宅
が
床
上
浸
水
被
害
を
受
け
、
そ
の
他
の
団
地
で

も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
外
壁
、
地
盤
及
び
擁
壁
な
ど
に
多

く
の
被
害
を
受
け
た
。

 

住
宅
課
職
員

「
県
営
住
宅
は
１
０
０
団
地
く
ら
い
あ
る
の
で
、
す

ご
い
量
の
復
旧
工
事
が
必
要
で
し
た
が
、
動
き
出
す

の
は
と
て
も
早
か
っ
た
で
す
」

「
震
災
が
あ
っ
て
す
ぐ
調
査
の
た
め
に
走
り
回
っ
て

い
ま
し
た
。
復
旧
工
事
な
の
で
、
緊
急
契
約
の
よ
う

な
形
で
す
が
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
工
事
は
被
災
の
3
、

4
日
後
く
ら
い
か
ら
始
め
て
い
ま
し
た
」

復
旧
工
事
を
最
優
先
に

平
成
23
年
3
月
〜
平
成
24
年
3
月
末

応
急
復
旧
工
事
の
開
始

各
住
戸
内
の
水
道
・
電
気
・
ガ
ス
は
、
被
災
直
後
か

ら
最
優
先
に
作
業
を
進
め
、
復
旧
し
た
。
大
規
模
な
被

害
を
受
け
た
21
団
地
の
う
ち
全
壊
被
害
の
2
団
地
を
除

い
た
19
団
地
は
、
平
成
23
年
3
月
か
ら
4
月
に
工
事
請

負
契
約
を
行
い
、
復
旧
工
事
に
着
手
、
平
成
24
年
3
月

末
ま
で
に
完
了
し
た
。

 

住
宅
課
職
員

「
通
常
は
災
害
査
定
を
受
け
て
か
ら
、
査
定
で
決
ま

県
営
住
宅
の
復
旧

っ
た
範
囲
で
工
事
を
し
ま
す
が
、
そ
の
時
は
そ
ん
な

こ
と
を
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
ひ
び
割
れ
程
度
の
住

宅
で
は
、
基
本
的
に
住
民
が
住
ん
で
い
る
中
で
改
修

工
事
を
行
い
ま
し
た
。
津
波
被
害
を
受
け
た
住
宅
は

1
階
部
分
が
ほ
と
ん
ど
沈
ん
で
い
る
の
で
、
全
体
で

直
し
、
2
階
か
ら
上
は
普
通
の
地
震
被
害
と
し
て
工

事
を
行
い
ま
し
た
。
私
は
主
に
津
波
で
沈
ん
だ
部
屋

を
直
す
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
全
部
一
か
ら
や
り

直
し
ま
し
た
。
瓦
礫
を
片
づ
け
、
壁
な
ど
を
全
て
撤

去
し
て
、
骨
組
み
だ
け
の
状
態
に
し
た
上
で
部
屋
の

中
を
消
毒
し
ま
し
た
」

実
情
に
合
っ
た
災
害
査
定
に

平
成
23
年
10
月
2４
日
〜
12
月
2２
日

災
害
査
定
の
開
始

既
設
公
営
住
宅（
県
及
び
市
町
村
。
た
だ
し
仙
台
市

を
除
く
）の
災
害
査
定
は
、
10
月
24
日
か
ら
開
始
し
、
12

月
22
日
に
完
了
し
た
。
県
が
３
４
３
８
件
、
査
定
金
額

は
約
21
億
円
と
な
っ
た
。

災
害
査
定
は
現
地
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
基
本
だ
が
、

被
害
が
甚
大
か
つ
広
域
に
わ
た
っ
た
こ
と
か
ら
現
地
確

認
は
困
難
を
極
め
た
ほ
か
、
通
常
の
手
法
で
進
め
た
場

合
、
査
定
自
体
が
復
興
の
妨
げ
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
懸
念
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
国
と
査
定
の
簡
素
化
の

協
議
を
行
い
、
机
上
査
定
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
概
ね

半
年
で
査
定
を
実
施
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

住
宅
課
職
員

「
査
定
は
通
常
、
図
面
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
が
、

通
常
の
公
共
工
事
に
あ
る
よ
う
な
設
計
書
、
図
面
と

い
っ
た
も
の
は
一
切
な
い
ま
ま
工
事
が
始
ま
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
国
に
行
っ
て
実
情
に
合
っ
た
査
定
の

方
法
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
通
常
よ
り
だ

い
ぶ
簡
素
化
さ
れ
て
い
ま
す
」

「
県
営
住
宅
は
全
部
で
１
０
２
団
地
あ
り
、
最
終
的

に
災
害
査
定
の
対
象
に
な
っ
た
の
は
、
補
修
で
47
団

地
、
再
建
設
で
1
団
地
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
公
営

住
宅
の
災
害
査
定
を
す
る
場
合
は
被
災
額
が
1
戸
あ

た
り
11
万
円
以
上
と
い
う
条
件
が
あ
っ
た
の
で
、
い

わ
ゆ
る
津
波
の
被
害
を
受
け
ず
、
か
つ
特
に
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
に
も
大
き
な
被
害
が
な
い
ケ
ー
ス
で
、
家
の

中
に
ひ
び
が
入
っ
た
と
か
、
そ
う
い
っ
た
補
修
だ
け

で
す
と
、
戸
当
た
り
11
万
を
超
え
な
い
の
で
、
対
象

と
な
ら
な
い
団
地
が
あ
り
ま
し
た
」

「
何
十
億
と
い
う
被
害
が
出
て
い
る
の
に
、
積
み
上

げ
る
の
は
結
局
円
単
位
で
、
ひ
び
割
れ
は
何
ｍ
、
何

十
㎝
の
世
界
で
、
相
当
細
か
か
っ
た
で
す
。
全
棟
に

わ
た
る
工
事
は
1
戸
あ
た
り
で
割
っ
て
積
み
上
げ
て
、

戸
当
た
り
11
万
を
超
え
て
い
る
か
区
分
け
し
ま
す
」

「
県
営
住
宅
の
補
修
に
か
か
る
災
害
査
定
は
12
月
に

2
週
間
ぐ
ら
い
か
け
て
や
り
ま
し
た
。
机
上
調
査
で

書
類
を
見
て
、
そ
の
中
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た

い
く
つ
か
の
団
地
で
現
地
確
認
を
行
い
ま
し
た
」

志津川廻舘前住宅被災状況

石巻吉野住宅被災状況

災
害
対
応
の
経
験
か
ら 

学
ん
だ
こ
と

Ⅱ 

応
急
対
応
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害
対
策
基
本
法
」
が
改
正
さ
れ
、
り
災
証
明
書
の
交
付

が
市
町
村
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）に
位
置
づ
け

県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
と
同
規
模
の
地
震
が
発
生

し
た
場
合
を
想
定
し
、「
宮
城
県
業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）【
本
庁
・
地
震
編
】」を
平
成
28
年
３
月
に
策
定
し
た
。

令
和
元
年
５
月
に
は
、
対
象
範
囲
を
本
庁
か
ら
地
方
機

関
に
拡
張
す
る
な
ど
の
改
定
を
行
い
、
計
画
名
も「
宮
城

県
業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）」に
変
更
し
て
い
る
。
本

計
画
の
中
で
税
務
課
及
び
各
県
税
事
務
所
の
非
常
時
優

先
業
務
と
し
て「
要
請
を
受
け
た
住
家
被
害
認
定
調
査

に
係
る
市
町
村
へ
の
調
査
支
援（
助
言
及
び
相
談
を
含

む
）に
関
す
る
こ
と
」を
位
置
づ
け
て
い
る
。

県
税
職
員
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

税
務
課
で
は
、
多
発
す
る
自
然
災
害
に
際
し
、
税
務

職
員
と
し
て
支
援
業
務
を
行
う
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
る
が
、

被
災
現
場
の
実
態
や
実
情
、
必
要
な
視
点
等
に
つ
い
て

知
る
機
会
が
限
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
実
際
に
業
務
に

従
事
し
た
職
員
を
講
師
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

災
害
対
応
に
備
え
て
い
る
。

県
営
住
宅
の
復
旧

耐
震
性
の
優
れ
た
設
備
に
変
更

多
く
の
住
宅
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
被
害
を
受
け
た
こ

と
か
ら
、
水
道
や
ガ
ス
等
が
使
用
で
き
ず
、
入
居
者
が

部
屋
に
戻
れ
な
い
状
況
等
が
続
い
た
こ
と
も
あ
り
、
受

水
層
の
更
新
等
の
設
備
改
修
工
事
の
際
に
は
、
耐
震
性

の
優
れ
た
も
の
に
変
更
す
る
な
ど
、
被
害
の
軽
減
や
早

期
の
復
旧
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
災
害
に
向
け
た
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

参
照

記
録
誌
等

・�

東
日
本
大
震
災

－

宮
城
県
の
６
か
月
間
の
災
害
対
応
と
そ

の
検
証

－（
宮
城
県
・
平
成
24
年
３
月
）

・�

東
日
本
大
震
災

－

宮
城
県
の
発
災
後
１
年
間
の
災
害
対

応
の
記
録
と
そ
の
検
証

－（
宮
城
県
・
平
成
27
年
３
月
）

・�

東
日
本
大
震
災　

１
年
の
記
録
〜
み
や
ぎ
の
住
宅
・
社
会

資
本
再
生
・
復
興
の
歩
み
〜（
宮
城
県
土
木
部
・
平
成
24
年

３
月
）

・�

東
日
本
大
震
災　

職
員
の
証
言（
想
い
）「
そ
の
と
き
、そ
れ

か
ら
、こ
れ
か
ら
、あ
の
日
を
忘
れ
な
い
」（
宮
城
県
土
木
部
・

平
成
24
年
３
月
）

・�

東
日
本
大
震
災　

５
年
間
の
復
旧
・
復
興
の
記
録（
宮
城
県

土
木
部
・
平
成
24
年
３
月
）

・�

平
成
23
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る
応
急
危

険
度
判
定
に
つ
い
て（
宮
城
県
土
木
部
建
築
宅
地
課
H
Ｐ
）

・�

県
営
住
宅
の
被
害
状
況
と
復
旧
状
況
に
つ
い
て（
宮
城
県

土
木
部
住
宅
課
H
Ｐ
）

・�

被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
に
つ
い
て（
宮
城
県
土
木

部
建
築
宅
地
課
H
Ｐ
）

・�

災
害
に
係
る
住
家
の
被
害
認
定（
内
閣
府
H
Ｐ
）

計
画
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

・
宮
城
県
地
域
防
災
計
画

・
宮
城
県
業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

・
宮
城
県
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
実
施
要
綱

・�

被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
必
携（
全
国
被
災
建
築
物

応
急
危
険
度
判
定
協
議
会
）

・
宮
城
県
版
の
判
定
士
マ
ニュ
ア
ル

・
応
急
危
険
度
判
定
マ
ニ
ュ
ア
ル（
動
画
39
分
）（
全
国
被
災
建

�

築
物
応
急
危
険
度
判
定
協
議
会
）

東部土木事務所登米地域
事務所

東部土木事務所登米地域
事務所

住宅課土木部 住宅課

北部県税事務所栗原地域
事務所

住宅課

仙台南県税事務所　

建築宅地課

後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

※
所
属
は
本
テ
ー
マ
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
当
時
の
も
の

の
災
害
対
応
を
見
据
え
た
人
材
育
成
を
真
剣
に
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

被
災
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
対
応
す
る

 

仙
台
南
県
税
事
務
所
職
員

「
家
屋
の
被
害
な
の
で
、
壁
の
ヒ
ビ
や
、
柱
が
歪
ん

で
い
る
等
の
写
真
が
必
要
で
す
が
、
住
民
の
方
は
、

部
屋
の
中
が
散
乱
し
て
い
る
写
真
を
撮
っ
て
く
る
。

こ
れ
で
は
家
屋
の
被
害
認
定
に
は
使
え
ま
せ
ん
。
屋

根
や
瓦
の
落
ち
て
い
る
状
況
、
家
の
周
囲
の
写
真
を

撮
っ
て
く
だ
さ
い
、
も
し
先
に
直
す
場
合
は
、
修
繕

前
の
写
真
を
記
録
に
残
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
と
伝

え
て
い
ま
し
た
。
あ
の
よ
う
な
時
は
、
被
災
者
の
立

場
で
業
務
を
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
話
を
聞
く
、
そ
う
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
災

害
が
あ
っ
た
と
き
に
、
被
災
者
の
気
持
ち
を
考
え
な

が
ら
対
応
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

安
易
な
業
務
簡
略
化
を
し
な
い

 

仙
台
南
県
税
事
務
所
職
員

「
り
災
の
調
査
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
将
来
的
に
人

手
不
足
な
の
で
ス
マ
ホ
で
写
真
を
撮
っ
て
送
る
な
ど
、

業
務
が
簡
略
化
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
で
は
詐
称
す
る
人
が
い
た
り
、
適
切
な
調
査
が
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
危
険
を
想
定
す
る

 

北
部
県
税
事
務
所
・
栗
原
地
域
事
務
所
職
員

「
現
地
の
調
査
に
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
危
険
が
伴

い
ま
す
。
雪
が
積
も
っ
て
建
物
が
見
え
な
い
か
ら
帰

っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
安
全
靴
を
履
か
な

い
と
釘
を
踏
む
こ
と
も
あ
る
。
瓦
礫
の
上
も
歩
き
ま

す
。
海
岸
線
の
道
路
を
走
る
と
き
は
、
ラ
ジ
オ
を
全

開
に
し
て
、
津
波
警
報
が
来
た
ら
す
ぐ
逃
げ
る
心
構

え
を
し
て
い
ま
し
た
。
毎
日
危
険
を
伴
う
現
場
で
し

た
」県

営
住
宅
の
復
旧

入
居
者
目
線
で
の
復
旧
作
業

 

住
宅
課
職
員

「
住
民
の
方
は
、
そ
の
部
屋
に
『
戻
り
た
い
』
と
い

う
意
向
で
し
た
。
避
難
所
か
ら
来
て
『
い
つ
工
事
が

終
わ
る
の
か
』
と
よ
く
質
問
を
受
け
ま
し
た
」

「
1
階
が
完
全
に
天
井
ま
で
水
に
沈
ん
だ
と
こ
ろ
の

工
事
を
し
ま
し
た
が
、
3
分
の
2
く
ら
い
の
住
民
は

そ
の
部
屋
に
戻
り
ま
し
た
。
津
波
が
来
た
と
こ
ろ
に

も
う
一
度
住
み
た
い
の
か
、
と
は
じ
め
は
思
い
ま
し

た
が
、
や
は
り
『
も
と
も
と
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
』

へ
の
想
い
は
と
て
も
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
」

応
急
危
険
度
判
定

判
定
時
配
布
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
普
及

県
内
市
町
村
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
、
応
急
危
険
度
判

定
と
り
災
証
明
を
混
同
し
な
い
よ
う
に
注
意
書
き
を
入

れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
、
全
国
被
災
建
築
物
応
急
危
険

度
判
定
協
議
会
に
採
用
さ
れ
、
全
国
共
通
の
ひ
な
形
と

し
て
普
及
し
て
い
る
。

地
域
主
導
の
応
急
危
険
度
判
定
実
施
体
制

交
通
網
や
通
信
網
が
途
絶
え
、
被
災
直
後
は
周
辺
地

域
か
ら
応
援
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
課
題
を
踏
ま
え
、
市

町
村
と
建
築
士
会
の
協
定
締
結
を
促
進
す
る
ほ
か
、
県

で
は
市
町
村
担
当
者
へ
応
急
危
険
度
判
定
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
の
講
習
を
行
う
な
ど
、
地
域
主
導
の
応
急
危
険

度
判
定
を
行
う
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

住
家
家
被
害
認
定
調
査

り
災
証
明
書
の
法
的
な
位
置
づ
け

り
災
証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
法
令
上
明
示
的

な
位
置
づ
け
が
な
か
っ
た
が
、
平
成
25
年
６
月
に「
災

石巻市築山の住宅街

↑インタビュー映像はこちらの
　ＱRコードよりご覧ください

合
わ
せ
が
あ
り
、
そ
の
逆
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。
危

険
か
ど
う
か
の
応
急
危
険
度
判
定
と
、
財
産
価
値
と

し
て
、
家
や
土
地
が
ど
の
程
度
の
被
害
を
受
け
た

か
と
い
う
り
災
証
明
書
は
、
観
点
が
違
う
の
で
す
が
、

違
い
が
紛
ら
わ
し
い
た
め
、
市
町
村
へ
の
問
い
合
わ

せ
も
非
常
に
多
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」

地
域
の
関
係
者
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ

 

東
部
土
木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
職
員

「
応
急
危
険
度
判
定
に
関
し
て
は
、
地
域
の
建
築
関

係
者
と
適
切
な
距
離
を
保
ち
つ
つ
、
日
頃
か
ら
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
」住

家
被
害
認
定
調
査

調
査
員
の「
目
合
わ
せ
」が
重
要

 

各
県
税
事
務
所（
仙
台
南
・
北
部
・
東
部
）職
員

「
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
こ
と
は
、『
目
合
わ

せ
』で
す
。
こ
れ
は
確
実
に
や
っ
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
後
は
、
経
験
の
浅
い
方
も
で
き
る
限

り
現
場
に
同
行
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
」

「
半
壊
か
ら
大
規
模
半
壊
の
境
目
で
迷
う
こ
と
が
多

か
っ
た
で
す
。
迷
っ
た
時
は
、
複
数
の
目
で
お
互
い

相
談
し
な
が
ら
調
査
を
し
ま
し
た
」

認
定
士
の
養
成
、若
手
職
員
の
人
材
育
成
で 

体
制
を
整
備
す
る

 

塩
釜
県
税
事
務
所
・
東
部
県
税
事
務
所
職
員

「
兵
庫
県
の
よ
う
な
家
屋
被
害
認
定
士
と
い
う
体
制

を
整
備
す
れ
ば
、
市
町
村
間
の
認
定
の
差
が
出
に
く

い
で
す
。
東
日
本
大
地
震
で
は
、
か
な
り
の
差
が
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
市
町
村
で
も
同
じ
意
識

を
持
っ
た
調
査
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
作
っ
た
方
が

い
い
と
思
い
ま
す
」

「
若
手
職
員
の
経
験
者
が
少
な
い
状
況
で
す
。
今
後

今
後
の
災
害
対
応
に 

向
け
た
取
組
・
制
度


